
　

２
０
１
２
年
秋
の
森

林
保
全
活
動
は
、
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
、
保
全

活
動
の
取
り
組
み
で
は

初
め
て
の
実
施
と
な
る

「
広
葉
樹
の
除
伐
作
業
」

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

森
や
川
の
生
態
系
の
保
全
や
豊
か

な
川
と
海
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
広

葉
樹
（
天
然
林
）
に
集
ま
る
虫
や
落

ち
葉
な
ど
に
よ
る
川
や
海
へ
の
養
分

補
給
の
役
割
は
大
き
く
、
広
葉
樹
の

森
林
整
備
は
、
海
を
育
む
森
林
づ
く

り
の
た
め
の
重
要
な
作
業
の
一
つ
と

な
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
背
丈
ほ
ど
ま
で
あ
る

笹
や
ぶ
に
入
り
、
広
葉
樹
が
果
た
す

役
割
、
切
り
倒
す
木
の
選
定
と
伐
採

の
方
法
な
ど
を
後
志
総
合
振
興
局
森

林
室
職
員
等
か
ら
説
明
と
指
導
を
受

け
、
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

成
長
が
遅
れ
た
細
め
の
樹
木
と
は

い
え
、
手
鋸
で
の
伐
採
は
大
変
な
作

業
で
、
参
加
者
が
交
代
し
な
が
ら
一

本
の
木
の
伐
採
に
あ
た
る
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
伐
採
後
の
ミ
ズ
ナ
ラ
な

ど
は
、
来
年
の
保
全
活
動
で
ホ
ダ
木

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

お
り
、
長
さ
を
一
定
に
切
り
そ
ろ
え

る「
玉
切
り
」の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

　

除
伐
作
業
の
途
中
か
ら
雨
が
降
り

出
し
、
午
後
の
行
事
は
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
商
工
会

女
性
部
の
手
作
り
に
よ
る
サ
ケ
鍋
な

ど
で
身
体
を
暖
め
た
後
、
森
林
の

様
々
な
営
み
や
仕
組
み
を
学
ぶ
、
森

の
課
外
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

後
志
総
合
振
興
局
濱
田
智
子
林
務

課
長
が「
種
か
ら
は
じ
ま
る
森
の
話
」

と
題
し
、
樹
木
が
子
孫
を
残
す
た
め

に
、
種
子
に
様
々
な
特
徴
や
工
夫
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
カ
エ
デ
の
種

子
な
ど
を
用
い
解
説
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
森
林
な
ど
に
関
す
る
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。
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広がるＪＴとの交流活動
森林づくり・ひとづくり・分煙環境づくり

　
町
と
Ｊ
Ｔ
（
日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
）
と
の
森
林
保
全
活
動
が
、町
有
林
「
Ｊ

Ｔ
の
森
積
丹
」
美
国
川
流
域
エ
リ
ア
で
、
10
月
13
日
、
町
民
と
Ｊ
Ｔ
社
員

ら
１
６
１
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　森　　林

　

森
林
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
必
要
と
な
る
「
人
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
た
技
術

講
習
会
が
Ｊ
Ｔ
の
支
援
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、
積
丹
建
設
協
会
会
員
事
業
所
か
ら
従
業
員
な
ど
が
参
加
し
、
８
月
28

日
は
、
丸
山
地
区
の
森
林
で
、
枝
払
い
や
集
積
が
可
能
な
２
台
の
機
械
を
用
い
、
作

業
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
林
業
機
械
技
術
講
習
会
が
、
ま
た
、
９

月
11
・
12
日
は
、
婦
美
地
区
で
森
林
整
備

の
基
本
と
な
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
に
関
す

る
知
識
と
操
作
な
ど
を
学
ぶ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

技
術
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
講
習
会
と
も
、
町
内
の
建
設
事
業
者
の

森
林
整
備
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
今
回
の
講
習
会
で
学
ん
だ
知
識

や
技
術
は
、
今
後
の
町
有
林
の
整
備
の
推
進
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

秋
の
森
林
保
全
活
動
に
先
立
ち
、
同
会
場
で
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
に
完
成
し
た
喫
煙
室
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
大
森
均
Ｊ
Ｔ
北
海
道
支
店
長
か
ら
松
井
町
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

喫
煙
室
は
、
分
煙
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ｔ
が
設
計
し
町
に
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
、
受
動
喫
煙
な
ど
、
公
共
施
設
に
お
け
る
「
た
ば
こ
を
吸
う
人

と
吸
わ
な
い
人
」
の
間
に
課
題
が
あ
る
今
日
、「
双
方
が
共
存
で
き
る
環
境
社
会
」、

「
選
択
肢
が
あ
り
、
自
由
に
選
べ
る
環
境
社
会
」
づ
く
り
を
考
え
、
分
煙
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｊ
Ｔ
か
ら
の
提
案
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

積
丹
産
カ
ラ
マ
ツ
の
壁
紙
や
木
の
葉
の
フ
イ
ル
ム
が
使
用
さ
れ
、

森
林
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
造
り
と
な
っ
て
い
る
喫
煙
室
は
、

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
数
値
を
参
考
に
、「
た
ば
こ
の
煙

や
ニ
オ
イ
が
漏
れ
な
い
（
受
動
喫
煙
防
止
）」、「
喫
煙
所

の
良
好
な
空
気
環
境
の
維
持
」
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、

今
後
の
全
国
の
公
共
施
設
の
望
ま
し
い
分
煙
環
境
づ
く

り
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
そ
う
で
す
。

　ひ　　と　分煙環境

業
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
林
業
機
械
技
術
講
習
会
が
、
ま
た
、
９

▲成長の遅れた樹木の伐採作業

日
は
、
婦
美
地
区
で
森
林
整
備

る
知
識
と
操
作
な
ど
を
学
ぶ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

　

両
講
習
会
と
も
、
町
内
の
建
設
事
業
者
の

森
林
整
備
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
今
回
の
講
習
会
で
学
ん
だ
知
識

や
技
術
は
、
今
後
の
町
有
林
の
整
備
の
推
進
に



護
監
視
員
と
し
て
北
海
道
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
現
在
ま
で
26
年
間
、
良
好
な

自
然
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
監
視

や
ゴ
ミ
等
の
投
棄
・
散
乱
防
止
、
自

然
公
園
利
用
者
の
指
導
な
ど
の
業
務

に
携
わ
り
、
自
然
環
境
の
保
全
や
自

然
保
護
思
想
の
普
及
啓
発
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
は
、

希
少
野
生
動
植
物
監
視
員
と
し
て
オ

ニ
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
(*)
の
監
視
・
保
護

に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
宮
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
賞

を
受
賞
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
こ
れ
か

ら
も
、
積
丹
町
の
自
然
環
境
保
全
活

動
を
継
続
し
て
頑
張
り
た
い
。」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

多
年
に
わ
た
り
自
然
保
護
監
視
員

と
し
て
活
動
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕

著
な
方
に
贈
ら
れ
る
平
成
24
年
度
北

海
道
社
会
貢
献
賞
（
自
然
保
護
功
労

者
）
を
余
別
町
の
野
宮
正
光
さ
ん

（
60
歳
）
が
９
月
10
日
に
受
賞
さ
れ
、

同
月
20
日
に
ご
自
宅
に
お
い
て
表
彰

状
及
び
副
賞
が
後
志
総
合
振
興
局
か

ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
宮
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
４
月
か

ら
積
丹
町
の
ニ
セ
コ
積
丹
小
樽
海
岸

国
定
公
園
区
域
を
担
当
す
る
自
然
保

 社会科見学

～ 町内の様子、働く人たちの仕事を学ぶ ～

 社会科見学
 美国小学校（野島照久校長）３年生の社会科見
学が９月 19 日に行われ、新おたる農協の婦美集
荷場や旧幌武意小学校、サクラマスサンクチュア
リセンターなどを見学しました。児童 10 人は、
見るものすべてに興味津々の様子で、疑問に思っ
たことや知りたいことなど熱心に質問していました。

　　　　におじゃましました・・・

■ＡＭ９：15 ～　　新おたる農協積丹事業所婦美集荷場

▲普段見ることが無い農協の野菜集荷場。この日は、ミ
ニトマトの出荷作業が行われていました。同農協の中島
事業所長からミニトマトの出荷作業の工程などの説明が
あり、必死にメモを取る児童。また、選別機から４種類
の大きさ別に分かれて出てくるミニトマトを箱に詰める
作業なども体験しました。

▲婦美町の長島敏文さんのミニトマトのハウスを見学。
土づくりから収穫、出荷までの苦労や喜びを教えていた
だきました。試食もさせていただき、「皮が軟らかく甘く
てとてもおいしい。」と大人気。トマトが苦手な児童も「お
いしい。」と何個も食べていました。

▲お母さんの美味しい手作り弁当を食べたあとは、余別
町のサクラマスサンクチュアリセンターで、サクラマス
の生態について学びました。児童からは、「なんで卵を産
みに川に戻ってくるのか？川には何匹ぐらいサクラマス
がいるのか？」などの難しい質問も・・・。

　また、実際にサクラマスの稚魚を手にし、観
察なども行われました。

　 　 　　～児童の皆さんお疲れ様でした。～

▲旧幌武意小学校で展示されている文化財を見学。ニシ
ンを運ぶ際に使われたモッコや、氷を入れて冷やす冷蔵
庫など、児童にとってはめずらしい展示品ばかり。地域
おこし協力隊の阿部さんの説明に真剣に耳を傾けていま
した。

■ＡＭ 10：00 ～　　長島農園（婦美町）

■ＡＭ 10：40 ～　　旧幌武意小学校

■ＡＭ 11：45～　　カムイ番屋で昼食　
■ＰＭ１：00 ～　　サクラマスサンクチュアリセンター

＝
 美小３年生

▲

▲

▲

(*)
オ
ニ
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ

 

北
海
道
西
南
部
、
本
州
の
青
森
県
に

分
布
す
る
日
本
固
有
種
。
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
後
志
管
内
で
は

積
丹
町
内
で
自
生
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

 美小３年生

がいるのか？」などの難しい質問も・・・。
　また、実際にサクラマスの稚魚を手にし、観

▲児童が
観察しながら描いた
サクラマスの稚魚

 
北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
自
然
保
護
功
労
者
）
受
賞

　
　

野 
宮 

正 

光         

（
余
別
町
）

　
　
　
　
　

自
然
保
護
監
視
員
と
し
て
貢
献 

 

さ　 

ん
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